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令和５年度  2023年 5月吉日 

 

八女工業高等学校 同窓会 
中部支部だより 

 

 

第 4１回 中部支部同窓会のご案内 
 ・日時 2023年 7月 23日（日） 11:00より開催  

 ・場所 ウェディングホール 〈名駅 052-569-2252〉 

名古屋市中村区 4丁目 26-10（名駅ファーストビル 4F） 

 

 ・来賓 八女工業高等学校 校長 堤 雅樹  様 

    同窓会会長 溝田 豊実  様 

 

 ・申込締切 2023年 6月 20日（必着）  

 ・会費 ・令和０１年以前の卒業生 

・令和０２年以降の卒業生（対象 R２年度～R5年度の 4年間） 

※支部総会未開催期間の卒業生を対象とする。 

（１）郵便振替口座 00800-5-69946 

福岡県立八女工業高等学校同窓会 中部支部 

（同封の振替用紙をご利用の場合、手数料不要 ） 

（２）会費の納入は、当日 会場にても受付ます 

8,000円 

無料 

 

 ※終身会費（５，０００円）、寄付金へのご協力もお願いします。  

 

 

  

※詳細・アクセス方法は 12 ページに記載されています。 
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【 1 】中部支部からのご挨拶 

支部長 石橋 康隆 

（Ｓ４４年電気科卒、みやま市出身） 

 

 八女工業同窓会中部支部の皆様に於かれましては、益々ご健勝のことと存じます。 

 

顧みますと、過去３年間「支部総会・つどい」を新型コロナウィルスの関係で中止させていただいておりまし

た。 

しかし現在、第８波まで進行したコロナの感染状況も変化してきております。ワクチン接種も進み、治療方法

もある程度進んできました。 

また、国内ではイベントが通常開催され、旅行も一般化しており、マスク着用義務が一部解除されるなどコ

ロナ前の状況に戻りつつあります。 

 

このような状況の中にあって中部支部同窓会としては、「支部総会・つどい」が開催出来ないことは同窓会

活動が停滞してしまうのではないかと危惧しております。そこで、中部支部役員一同として今年はぜひ「支

部総会・つどい」を実施したいと思い、実施時期を７月に予定し、それに向け「支部総会・つどい」の計画を進

めています。 

 

３年連続の中止後の「支部総会・つどい」開催となります。中部地方へ就職の新人君が多くの同窓生、同窓

会との繋がりを持っていただく良い機会だと思っています。 また、既同窓会会員の皆さんについては、久し

ぶりにお互いの元気な姿を直接拝見し、現況を話し合うまたとない機会だと思いますので、皆さんよろしくお

願いします。 

  

同窓会を取り巻く状況は、あらゆる情報をＰＣやスマホで入手可能なこと、余暇や趣味を過ごす環境の増加

などにより、同窓会への関心の希薄化があるようです。 

中部支部役員一同は、このような状況を好転させるべく、今後一層長い歴史を持つ中部支部同窓会の発展

に努力する所存でございますので、会員の皆さまにおかれましても、何卒ご支援ご指導のほど、よろしくお

願い致します。 
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【 2 】令和３年度 終身会費・寄付金 納入者 

2022年度の終身会費及び寄付金の納入はありませんでした。 

またの機会にご協力・ご助力のほどお願いいたします。 

 

【 3 】令和 4年度 事業報告 

（１）中部支部同窓会開催 

2022年度は、21年度に続き感染防止拡大のため、やむを得ず開催自粛といたしました。 

※支部同窓会を開催していませんので収入支出はゼロでした。 

中部支部同窓会 

2022年度（総会・集い） 

会計報告 

収入 ０ 寄付+会費（振込手数料除く） 

支出 ０ 会場キャンセル料代 

差引 ０  

（2）同窓会総会出席報告 

同窓会総会・懇親会 

令和４年１０月２３日（日）に 11年振りに福岡支部主催で TKPガーデンシティ PUREMIUM天神スカイホール

にて開催されました。 

中部支部からは、石橋支部長と勝浦事務局長が参加しました。 

全国支部長・事務局長会では、上野会長よりコロナ禍で支部総会の開催が困難であるが、同窓会は各支

部の支えがあってこそのため、宜しくお願いしたいとのお言葉がありました。 

また、年会費の納入状況、役員改選、次期開催地、会員名簿発刊について話があり、各支部ともに若手の

参加に苦心しており、コロナで支部総会を開催していない事も影響となっているとの報告もありました。 

中部支部も同様であり、何か手を打つ必要がある。具体的な案はこれから役員で検討をしていきます。 

立野校長からは、本年 10月より校舎・実習棟の全面建て替え工事が始まった事について報告があり、令和

13年までには実習棟が全面建て替え完成予定との事でした。 

総会においては、来年度の開催地が柳川支部に決定し 14年振りの開催となります。 

また、役員改選もあり、平成 19 年から同窓会会長を務めた上野会長がご退任され、久留米支部の溝田さ

んが新会長となられました。これまで上野会長には中部支部へ多くのサポートを頂きました。 

特に平成 29年 10月 29日に名鉄グランドホテルで開催した同窓会総会は上野会長にも大変ご尽力頂き無

事に成功を収める事ができました。 

紙面ではありますが改めて感謝申し上げます、ありがとうございました。 

その他には監査に野田さんが、副会長に坂井さんが就任しました。 

懇親会は、パーテーション、個人への料理提供等コロナ対策をしっかりと実施した中で開催されましたが大

変盛り上がった良い会になりました。 

 

  

溝田新会長のご挨拶 

盛り上がった懇親会 
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（3）中部支部サミット 

新型コロナウィルス感染防止のため、中止とさせていただきました。 

 

（4）中部支部ゴルフコンペ 

恒例の「八工会ゴルフコンペ」を亀山市の「ライオンズゴルフ俱楽部」で令和４年４月２２日（金）、１１月１１日

（金）の２回開催しました。 

最年長の参加者は「大谷学さん 土木―３０年」。 元気いっぱいでした。 

時々出る筑後弁を耳にしながら和気あいあいとプレーしました。 

新会員を募集しています。 

ダブルペリア方式で成績は以下の結果となりました。 

＜成績表＞ 令和４年４月２２日（金） ９名参加 

順 位 氏 名 卒年度 グロス ハンディ ネット 

優 勝 石橋康隆 電気―４４ ９７ ２４．０ ７３．０ 

２ 位 沓名直行 特別参加 １０４ ２８．８ ７５．２ 

３ 位 近本 裕 化学―５２ １１０ ３３．６ ７６．４ 

や 

＜成績表＞ 令和４年１１月１１日（金） ７名参加 

順 位 氏 名 卒年度 グロス ハンディ ネット 

優 勝 近本 裕 化学―５２ １１５ ３７．２ ７７．８ 

２ 位 溝上勝義 機械―３２ １１７ ３８．４ ７８．６ 

３ 位 田中和實 機械―３６ １０１ ２１．６ ７９．４ 

 

以上 
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【 4 】令和 4年度 収支決算 

令和 4年度 収支決算（2022年 4月 1日～2023年 3月 31日） 

1．収入の部 

科目  予算 実績 適要 

前年度繰越金 558 558 現金：558円 

金利 13 12 郵便貯金の利息 

基金より充当 220,000 220,000  

その他 0 0 懇親会等の残金 

合計 220,571 220,570  

2．支出の部 

科目  予算 実績 適要 

会議費 20,000 36,500 
打合せ３回開催 延べ２６名 

会議室代＋参加者交通費 

通信費 50,000 52,831 
支部だより・印刷送料代 

切手、ハガキ、封筒料等 

共済費 20,000 0  

本部総会費 130,000 127,000 
会費 、旅費一部補助(福岡市：2名) 

総会議案書掲載用広告料 

予備費 571 0 支部総会キャンセル料 

次年度繰越金 0 4,239 内現金：4,420円 

合計 220,571 220,570  

基金の募集および管理状況(2023年３月３１日現在） 

1．募金 

年度 金額 適要 

昭和５８年～令和３年度 5,877,369  

令和４年度 0  

合計 5,877,369  

2．管理 

内容 金額 適要 

 郵便定額貯金 0  

 郵便貯金 1,329,040  

 現金 377  

 現有基金 合計 1,329,417  

3．既充当金 

内容 金額 適要 

運営費に充当 4,520,000 

16,17,18,19,20,27年度→各 20万円 

21,23年度→25万円 22,24,26,28年度→30万円 

25年度→27万円 30年度→40万円 R1→45万円 

R2→5万円 R3→23万円 R4→22万円 

千代田生命解約負担金 27,952  

合計 4,547,952  
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【 5 】令和 3年度 会計監査  

(令和 3年 4月 1日～令和 4年度 3月 31日)  

令和 3年度、令和 4年度収支決算・基金の募集および管理状況は、報告の通り相違ありません。 

     令和 4年 ３月３１日  監査  池田 浩  

 

【 6 】令和５年度事業計画（案） 

1. 第４１回 中部支部同窓会 

本年は３年ぶりに７月２３日（日）に名駅近くの「ウェディングホール名駅」で開催する。 

今回は、今まで開催してきた時期と場所が異なります。 

支部の新たなチャレンジとなりますのでご理解をお願いします。 

2. 役員会 

年１０回程度開催する。また、オンラインでの開催を取り入れる。 

3. 本部総会 

１０月の日曜日（日にち未定）柳川市で行われる本部総会に２名を派遣する。 

4. 終身会費の納入促進 

支部の活性化と財務体質の強化を図るため、終身会費の納入を促進する。 

5. 中部支部会報の発行 

会報『八女工業高等学校同窓会支部だより』を発行して活動状況を会員へ報告する。 

6. 中部支部サミット 

サミットを開催し『中部支部同窓会』を補完すると共に会員相互の交流と親睦を図る。 

7. 中部支部コンペ 

ゴルフコンペを開催し、会員相互の親睦を図り、さらには個々の健康増進を図る。 

 

【 7 】令和 5年度収支予算案 

（2023年度 4月 1日～2024年度 3月 31日） 

1．収入の部 

科目 予算 適要 

前年度繰越金   4,239 現金 

金利 11 郵便貯金利息予測 

基金より充当 250,000 基金の残額；1,429,417円 

その他 0 役員懇親会等の残金 

合計 254,250   

2．支出の部 

科目 予算 適要 

会議費 40,000  役員会会費（会場代、交通費） 

通信費 60,000  支部会報印刷代・送料他 

共済費 20,000  会員慶弔費 

本部総会費 130,000  ２名分（会費、旅費、広告料） 

予備費 4,250  中部支部総会費用補てん他 

合計 254,2510   
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【 8 】中部地区就職された卒業生のご紹介 

中部支部同窓会の開催自粛が続くなか、ささやかではございますが、 

ご卒業され新たに中部支部のメンバーとなられました方々のご紹介と歓迎をさせて頂きます。 

令和 5年ご卒業 

 卒業（科） お名前  卒業（科） お名前  卒業（科） お名前 

1 電子機械  遠藤さん 2 電子機械  岡崎さん 3 電子機械  川島さん 

4 電子機械  久保さん 5 電子機械  嶋 さん 6 電子機械  島松さん 

7 電子機械  高田さん 8 電子機械  田中（昂）さん 9 電子機械  田中（勝）さん 

10 電子機械  徳永さん 11 電子機械  中島さん 12 電子機械  原 さん 

13 電子機械  深町さん 14 電子機械  松野さん    

         

15 自動車  石橋さん 16 自動車  大久保さん 17 自動車  古賀さん 

18 自動車  田中（彩）さん 19 自動車  田中（悠）さん 20 自動車  徳永さん 

21 自動車  松内さん 22 自動車  諸富さん    

         

23 電気  松尾さん 24 電気  松岡さん 25 電気  森下さん 

         

26 情報技術  内田さん 27 情報技術  志牟田さん 28 情報技術  堀田さん 

29 情報技術  村井さん 30 情報技術  渡辺さん    

         

31 工業化学  中村さん 32 工業化学  成清さん 33 工業化学  松尾さん 

卒業された皆様の御健勝、ご活躍を記念してご紹介とさせていただきます。 
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【 9 】会員の皆様からの寄稿 

 

( 1 ) 私のダム建設回顧録  大谷 学 

(昭和３０年土木科卒) 

 私は昭和３０年建設省九州地方建設局に就職し、昭和３４年伊勢湾台風による災害復旧応援で中部地方

建設局へ来てその後、各地の工事事務所や本局に勤務、平成４年建設省を退職し、民間企業で１５年お世

話になり、今人生の下り坂邁進中です。 

 

 建設省３７年間の半分をダム建設に携わりました。その中で昭和６０年大井川上流南アルプスの麓に建設

した長島ダムに水没する大井川鉄道井川線の付け替えを実施しました。 

井川線は、中電井川ダム建設の資材運搬用で小型で線路も狭軌に出来ています。ダム建設後も運行され

ているのは、ダムにより水量が減り筏での木材運搬出来なくなる代替えとしていました。今回の建設で採用

した方式の鉄道は、日本にはまだ無く今後もこの方式の建設もなされる事が無いと思われる、アプト式鉄道

を紹介したいと思います 

 

 なぜアプト式鉄道としたのかは、下図１のように９０％の急勾配となるためです。急勾配の鉄道は箱根登

山鉄道が有るが、地形などを考慮し安全な方式としました。アプト式鉄道の構造は、軌道中心に板状のラッ

クレール（歯形）、機関車の中心にラックホイル（歯形）があり登坂する鉄道です。技術的には、機関車製造

や橋梁の温度変化によるラックレールの変形等に対する問題がありました。この付替工事に大井川鉄道や

鉄道研究所など興味を持って協力して頂いた鉄道会社の話では、アプト式鉄道が無いと鉄道分野で一流国

とは言えないとの事でした。 

 

この他、ダム建設で一番大変なのは土地所有者からの土地買収です。私の考えでは、これが終われば

ダム建設は完了したと同じと思っています。その為、地域の方々との融和に努めました。その方法は、公務

員として如何かと思いますが、麻雀の好きな人とは麻雀の相手、営林署の署長とは「１０００万円の欅の木

が有るとのことだが」と伺い山奥の作業小屋に一泊し親交を深める等々、相手がプライドを持っている話題

でお付き合いしました。但し、自尊心を持ち相手との距離感の持ち方に気を付けると共に、自分の感情を優

先させないことを信条に努めました。 

 

 ダム建設は提体部分、地盤改良部分、機械部分などその部分部分よく分っている技術者の能力の結集で

完成するものです。この様な所で楽しく色々な事を経験頂くことが出来たのも八女工業のお陰だと思ってい

ます。 

 
            写真１                                   下図１ 
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( 2 ) 健康と体力作りのための趣味 池田 浩 

（昭和 46年 工業化学科卒） 

 

 私は現在 70歳になります。仕事は 65歳まで現場職、その後嘱託社員として働き、昨年 3月で退職 

しました。現在は、町内の役員を任され、仕事を離れても忙しい日々を過ごしています。 

 さて標題にした体力作りの趣味とは、昔から動くボールで行うスポーツが好きだったので学生時代はソフト

テニス、社会人では草野球に町内ソフトボールに精出して来ました。健康面を振り返ると、26 歳の時、野球

で鎖骨を複雑骨折、46 歳で椎間板ヘルニアを患い手術をしました。それでもリタイアすることなく、健康維持

のため新しい競技にはまっています。それはミニテニスというものです。 

これを始めて 18 年になります。ミニテニスは、高齢化が進む社会状況の中で「お年寄りが、スポーツを通じ

て楽しみを見つけ、何か目標をもった健康的な生活を送れたら」こんな発想からシルバー健康体力づくり教

室という名称で昭和 61年に東京立川市教が発足地になりました。現在は、日本ミニテニス協会という大きな

組織に発展して全国各地に支部協会があり、北は北海道網走市、南は宮崎県宮崎市まで 36 の支部協会

が登録されて、全国大会も開催されます。 

道具はテニスラケットを小さくしたものと、ビニール製の大きなボールを使い、バドミントンコートに 1M の高さ

のネットを張ってプレーします。必ずワンバウンドしたボールを相手コートに打ち返すことを基本とします。ゲ

ームはダブルスで行い、勝敗は 1 ゲーム 6 点先取で 3 ゲーム中 2 ゲーム先取した方が勝ちです。 私がこ

の競技を始めてもう 18 年になるのですが、きっかけは知り合いが「テニスの経験があるなら東京で面白い

競技があるので、体動かしに行きませんか」と誘われて、出掛けたらハマりました笑。また大会に参加する

には、審判員資格を有する必要があります。協会が発行している競技規則に則り、講習実技を受けると審

判員手帳が貰えます（当然お金が要るけど）。大会は混合ダブルス、女々、男々を年代別に区切って行わ

れます。58歳から 65歳の 7年間で 6回程全国大会に出ました。審判員資格があれば誰でも出られるので、

東京、埼玉、岐阜、釧路、宮崎に行きました。これも年取ってくると大会に出るには同年代のパートナーを探

すのに苦労します。また練習は体力作りを目的に始めたことなので、週 5日夜 2H程度小学校の体育館で、

部活並みに行っています。県内で昼間練習しているところがあれば、3～4H の練習に参加することもありま

す。 また、ここ 3 年は新型コロナウィルスの影響で大会も、中止を余儀なくされたり、室内競技の為、体育

館や施設の使用が制限されたりして、大変でありました。この歳でこんな動いて体は大丈夫かと思ったら、

実は 2 年前に足のしびれが出たので、慌てて整形外科へ行き、MRI で見てもらいました。そしたら脊柱管狭

窄症と診断されました。今は整体に通ってしびれは無くなり、体のケアをしながら頑張っています。 

最後に、YouTubeでミニテニスの動画がいろいろ見れますので、興味ある方はご覧になってください。 

     ある大会でのサーブを打つ写真               ラリー中の写真       
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【 9 】校歌 

福岡県立八女工業高等学校 校歌 

作詞 土井晩翠 

作曲 陸軍戸山学校軍楽隊 辻 順治 

一 
有明海に臨みたる 筑紫の平野一角に  

我が工業の学園の 建つぞ嬉しき八女の郷 

眺めは移る春秋の 三度のめぐり紅顔の 

子等其の業を琢く場 

二 
東と西の文明の流れ合わせて後のため 

尽くさむ今に生れ出でし 幸を思いて奮いつつ 

天を敬して人を愛で 高き希望にあこがれて 

日々向上の道につく 

三 
学びの窓をたたん時 産業界の一線に 

おどり進みて勇ましく 励まん高きわが使命 

筑紫の平野一角に 放つ光は大八州 

国の誉れと照らすまで 

 

<お知らせ> 

2020年 2月より八女工業中部支部同窓会の公式 LINEアカウントを作成しました。 

同窓会の案内や母校の情報発信を考えていますので 

ぜひ！登録をお願いいたします！ 
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【 10 】事務局だより 

( 1 ) 中部支部（八工会）ゴルフコンペ参加者募集 

年 2回、4月と 11月のウイークデーに開催しています。 場所は亀山市の「ライオンズ倶楽」（東名阪鈴鹿

ICから 10分～15分のところ）です。 毎回１１名前後の参加者（スコアー100を切る人は少数）です。スコア

ーは気にせず、「筑後弁」で楽しく騒いでプレーしています。 是非一緒にプレーしましょう。 

( 2 ) 皆様からの投稿を募集 

本会へのご意見、ご要望、趣味、故郷の思い出、家族の事、仕事、店/会社の PR等を事務局まで寄稿くだ

さい。 

( 3 ) 終身会費納入について 

何かと出費が多いとは存じますが、中部支部の終身会費（５０００円）と寄付金（プラスα）について、ご協力

をお願いいたします。事務局にご連絡頂けますと振込用紙を送付させていただきます。 

( 4 ) 連絡先 

・中部支部 事務局 

E メールで連絡いただける方は、下記アドレスへご回答やご意見/その他を送付ください。 

また、このアドレスから（事務局から）の連絡を受信出来る様にお願い致します。 

* 事務局 E メールアドレス： ythsdosochuubu@yahoo.co.jp  

・ 支部長  （ゴルフコンペ・支部サミット担当） 
 石橋 康隆 （Ｓ４４年電気科卒みやま市出身） 
 住所：〒454-0921名古屋市中川区中郷 4-117 
 電話番号： (自宅)052-351-9033 
 E メールアドレス： stone846318@outlook.jp 

・ 事務局長  
 勝浦 泰二 （Ｓ６２年電子科卒北九州出身） 
 住所：〒471-0824 
愛知県豊田市河合町 1-10-2 
ｾﾝﾄﾋﾞｽﾀ南豊田ﾗﾝﾄﾞﾀﾜｰ 901 

 電話番号：(携帯)090-1823-0435 
 E メールアドレス： cjdbh517@ybb.ne.jp  

( 5 ) 同窓会開催場所 

・ウェディングホール 名駅 

 

・地下鉄 

① 東山線・名城線 「名古屋」駅 

   7番出口より 徒歩 5分 

② 桜通線 「名古屋」駅 

   6番出口より 徒歩 5分 

・在来線 

① JR「名古屋」駅より 

   徒歩で約 5分 

② 名鉄「名古屋」駅より 

徒歩で約 5分 

③ 近鉄「名古屋」駅より 

徒歩で約 5分 

・駐車場 

 無し（コインパーキング有り） 

 
 

( 6 ) 中部支部だよりへの広告募集案内 

 

 
 

 <<< 中部支部だよりの協賛広告へのご協力を！ >>> 
  本会報への広告掲載にご賛同いただけます方は、事務局までご連絡くださいますよう 

  お願いいたします。  中部支部の同窓会活動資金とさせて頂きます。 

ウェディングホール 
TEL：052-569-2252 

QR コード読取で行先指定済みの
GoogleMAP が起動します！ 

Google フォームからも受付けています 


